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平成23年度医療安全管理シンポジウム（中部地区）報告静岡県／

「手術安全チェックリスト」の取り組み報告で課題が明確に

静岡県病院協会医療事故防⽌部会部会員
JA静岡厚⽣連静岡厚⽣病院院⻑ ⽟内登志雄

平成２４年１⽉２０⽇（⾦ 、静岡県病院協会医療事故防⽌部会が）
毎年主催している医療安全シンポジウム（中部開催）が静岡県男⼥共
同参画センターで開催された。県内３３施設・団体等から医療関係者
計１３名の参加があった。
「WHO安全な⼿術のためのガイドライン２００９」の⽇本語訳をし

た新潟県⽴六⽇町病院⿇酔科部⻑、市川⾼夫⽒から「WHOの患者安
全への挑戦」と題した基調講演があった。安全な⼿術のための１０の
必須⽬標は⼿術安全チェックリストとして編集され 「⼿術安全チェッ、
クリストの実施が病院、施設等における有害事象の減少に関連してい
ることは明らかである。また⼿術安全チェックリストの実施は⼿術チ
ームのコミュニケーションを円滑に図るツールとなり、安全⽂化の推
進に繋がる。WHO指針の実⾏にあたり管理者を含め各科のトップの理
解が必須である」ことを強調した。

続いて今回のテーマである「安全な⼿術―WHO指針の実践」に対し
４病院から取り組み報告があった。
ＪＡ静岡厚⽣連静岡厚⽣病院、清野喜久⼦先⽣から「WHO⼿術安全

チェックリスクからみる当院⼿術室の現状と課題」と題し、現状⽅法
でエラーがないことや、知っている者同⼠の⾃⼰紹介など 「⼿術安全、
チェックリスト」の重要性は認識していても徹底できない点を課題と
した。講師から、⾃⼰紹介は円滑なコミュニケーションのためには⽋
かせないものであること 「⼿術安全チェックリスト」は実施記録とし、
て保管する必要性との助⾔があった。
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焼津市⽴総合病院、⼋⽊洋⼦先⽣は平成１９年２⽉患者誤認・⼿術
部位誤認防⽌対策としてタイムアウトを導⼊、平成２３年４⽉「⼿術安
全チェックリスト」を参考にしたチェックリストを作成し、安全対策の
実施に⾄る経緯を報告。今後チェックリストの⾒直しや主導者育成、
情報の共有⽅法など検討する。
市⽴島⽥市⺠病院、播岡徳也先⽣は「⼿術安全チェックリスト」の

作成に⾄るまでの経緯 「⼿術安全チェックリスト」の使⽤が契機とな、
り、術前チェックリストの作成やハイリスク症例検討委員会の設置な
ど、関係職員の安全な⼿術に対する意識改⾰に繋がったとの報告があ
った。
静岡県⽴総合病院、海野千歩⼦先⽣は平成２２年３⽉にチェックリ

ストを導⼊、翌⽉実施状況を把握する⽬的で⼿術室看護師を対象とし
た調査を開始した。未実施項⽬および要因を明らかにし、今後実施率
向上に向け新たな取り組みを⾏う。チェック表の導⼊は医療者間の情
報共有ツールとなり、インシデントの減少に繋がったと結んだ。

（⽂責 JA静岡厚⽣連静岡厚⽣病院 ⼩幡久⼦）

＊シンポジウムの発表の概要は「 （⽬標Ｓの項）に掲載しています。病院の活動紹介」
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